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問題と目的 
「親準備性」とは，いまだ乳幼児を育てた経験のな

い思春期・青年期（ ～ 歳）の，子育てに関する知
識や技能，子どもへの関心，親になろうとする態度な
どを指す。 

親準備性は，中学生から高校生の時期にかけて発達
し，女子の方が男子より高いとされる（伊藤， ）。
また，家庭科での保育学習を通して，幼児への関心や

共感的応答性が高まるとされる（岡野他， ）。しか
し，どのような要因が，高校生の親準備性の発達に関
連するかについての実証的な検討はほとんど行われて

いない。
本研究では，高校生を対象とし，親準備性の発達を

学年および生物学的性差との関連で検討することを目

的とする。また，保育体験の有無が，親準備性の発達
にどのように反映されるかについても検証を行う。 

方 法 
調査対象者：京都府内の公立高校普通科に在籍する ，

年生計 名（男性 名，女性 名，平均年齢
歳， ＝ ）。 
調査時期： 年 月～ 月 
調査内容：当該高等学校長から同意を得られたクラスで
保護者向け説明書と共に質問紙を配布した。担当教員か
ら説明をしてもらった後，調査に同意した生徒のみ，無

記名で回答した。調査内容は，①フェイスシート（学年，
年齢，年下の家族・親族との同居経験，中学校での乳幼
児との触れ合い学習経験，高校３年時の保育体験を含む

授業選択），および②親準備性の尺度として，「養護性尺
度（楜澤 ）」から 項目（ 件法），「親準備性尺度
（服部 ）」から 項目（ 件法）を用いて実施し

た。
分析方法 統計ソフト を使用した。 

結 果 
１ 親準備性の発達（学年・性別要因の検討）

先行研究を参考に「養護性尺度」の 下位尺度，「親

準備性尺度」の 下位尺度の各合計得点を算出し，これ

らの各下位尺度得点を従属変数，学年と性別を独立変数
として，二要因の分散分析を行った。その結果，学年に

ついては，親になる意思を示す下位尺度「親への準備性」
で 年生の方が 年生より高く（ （ ） ，ｐ

， ），性別については下位尺度「乳幼児に

対する共感性」について女子の方が男子より高かった（
（ ） ，ｐ ， ）。また，学年×性
別の有意な交互作用はいずれもみられなかった。

２ 保育体験の有無との関連
対象校では， 年次に家庭科の専門科目である「子ど

もの発達と保育」を選択した生徒のみ，保育所・幼稚園・

子育て支援施設等において 年間に 回（計 時間）
の乳幼児の保育を体験している。各下位尺度得点につい
て，保育体験群（女性のみ），保育体験無し群（女性の

み），保育体験無し群（男性のみ）の 群を設定し，一
元配置の分散分析を行った（保育体験群（男性）は 名
のみであったため今回の分析からは除外）。その結果，

下位尺度「親になることへの負担感・不安感」で有意な
群間差が見られた（ （ ） ，ｐ ）。多重
比較の結果，保育体験群（女子）が保育体験無し群（女

子）よりも有意に高かった（ｐ ， ）。 
 

考 察 
高校生の親準備性について，学年差を調べたところ，

「親への準備性」については 年生の方が 年生よりも
高かった。 年生は卒業を間近に控えており，卒業後の

生活設計を具体化する意識が高まることにより，親とな
ることへの意識も高まった可能性がある。性別に着目す
ると，男女で有意な差がみられたのは，「乳幼児に対す

る共感性」のみであった。これは， 年から実施され
ている高等学校家庭科の男女共学必修化の定着と，高等
学校学習指導要領家庭科の目標の中にある「男女が協力

して主体的に家庭や地域の生活を創造する能力と実践
的な態度を育てる」ための教育実践が反映されているの
かもしれない。

一方，高校３年生で保育の体験をした女子では，体験
をしていない女子よりも「親になることへの負担感・不
安感」が高かった。この結果は，実際に乳幼児と触れ合

う経験により，子育てに対する現実感が高まり，そ
の難しさをより深く理解したことが影響した可能
性がある。ただし，現時点では，この差異が保育の

体験によるものなのか，彼らがもつ個人特性による
ものなのかは判断できない。親になることへの負担
感・不安感については，対人不安や，自己効力感，

将来の生活設計に関する不安などの個人差も深く
関連すると思われる。今後，生徒一人一人の個人特
性をふまえたうえで，保育経験が親準備性の発達に

どのように影響するかを実証的に検討することが
必要である。 
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大学生の所属サークル・部活動に対する認知が
アイデンティティの実感としての充実感に与える影響

―時間的展望に着目して―
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問題と目的

人格形成の理論として存在する，Erikson（1959 
西平・中島訳 2011）の漸成発達理論に，溝上（2008）
の見解も加味すると，大学生が「アイデンティテ

ィ対アイデンティティ拡散」の危機を乗り越え，

「親密対孤立」の危機と対峙するためには，「役割

実験」を通じた自分を試す作業が必要であり，そ

の作業の場としてサークル活動や部活動も機能し

得る可能性が理論面で示唆される。

橋本・唐沢・磯崎（2010）や高田（2014）の研

究により，大学生のサークル集団に対する認知は

類型化されていることが実証的に示されていると

言える。

山田（2004）や溝上・中間・畑野（2016），大野

（1984）の研究から，大学生がサークル活動にお

いて活動への肯定的な認知的評価を行うこと，ま

たサークル活動において充実感を抱くことは，単

に大学生に充実した気分をもたらすだけでなく，

青年期の心理・社会的危機を乗り越えた末にある，

アイデンティティの確立や時間的展望の獲得を促

すと考えられる。

本研究では，大学生のサークル集団への種々の

認知がアイデンティティの実感としての充実感に

及ぼす影響を，分散分析によって調べる。

方 法

調査手段 質問紙調査

調査対象者 大学でのサークル・部活動への所属

経験のある学部生・院生 135 名（回答に欠損のあ

った者を除く）

調査時期 2018 年 10 月上旬

使用尺度 サークル・コミットメント尺度（橋本・

唐沢・磯崎，2010）・充実感尺度（大野，1984）と

もに 5 件法（1.全くあてはまらない～5.とてもあ

てはまる）

結果と考察

サークル・コミットメント尺度について天井効

果のあった項目を省いた後，因子分析をした結果，

先行研究と異なり 2 因子に分かれた。先行研究に

倣い，「情緒的・集団同一視コミットメント」およ

び「規範的コミットメント」と命名した。充実感

尺度についても，天井効果のあった項目を省いた

後，因子分析をした結果，先行研究通り 4 因子（「充

実感気分」，「信頼・時間的展望」，「連帯」，「自立・

自信」）となった。サークル・コミットメント尺度

において, 調査協力者を各因子の平均値によって，

高群・低群の 2 群に分けた。

信頼・時間的展望の因子について述べる。情緒

的・集団同一視コミットメントと規範的コミット

メントによる 2 要因分散分析を行った結果，交互

作用は有意ではなかったものの，情緒的・集団同

一視コミットメントの主効果が有意であった。

(F(1, 131) = 12.85, p<.001) 効果量𝜂𝜂2は𝜂𝜂2 = .09で
あり中程度の効果量を示し，効果量𝜔𝜔2は𝜔𝜔2 = .07
であり小さい効果量を示した。

この結果から，サークル集団に対する情緒的な

愛着を持っていて，集団の問題を自分自身の問題

であると認知するといった集団への同一視をして

いるメンバーの方が，自分の人生に関する意味感

と，人生への肯定感を持つことが示された。

サークルに参加する多くの大学生にとっては，

サークル集団が彼らにとっての準拠集団である可

能性が高い（橋本ら，2010）上に，本因子での主

効果に相当する大学生はサークルへの不満が少な

いと推測される（飛田，1994）。Merton（1957 森

ら訳 1961）や都筑・白井（2007）は，アメリカ兵

を調査対象とした研究で，成員が将来自己を関連

づけたい集団へ参加したいという積極的・肯定的

な方向も準拠集団は含んでいることを指摘してお

り，本研究における信頼・時間的展望の因子での

結果との関連が示唆される。

なお因子構造の変化ついては，本尺度の元とな

った高橋（1997）の組織コミットメント尺度が，

集団に対する愛着や同一視，忠誠心を合わせて，

情動的コミットメントとしており，情緒的コミッ

トメントと集団同一視コミットメントの概念上の

混在が変化の原因の一つあると推察される。

Table 1 各群の人数および信頼・時間的展望得点

の平均値・標準偏差

低群 高群

N 33 31
M 13.49 13.81

SD 3.15 3.22

N 21 50
M 15.91 15.20

SD 2.27 2.76

情緒的・集団同一視
コミットメント

規範的コミットメント

低群

高群

― 609―


